
地学協働 CHIGAKUKYOUDOU

C S や地域学校協働活動を「地学協働」と称し、地域の高齢者、成
人、学生、保護者、PTA、NPO、民間企業、団体・機関等の幅広い地

域住民等の参画を得て、地域全体で子どもたちの学びや成長を支え
るとともに、地域と学校が相互にパートナーとして連携・協働して行う
様々な活動であり、地域と学校が意見を出し合い学び合う中で、地
域の将来を担う人材の育成を図るとともに、地域住民のつながりを
深め、自立した地域社会の基盤の構築・活性化を図る「学校を核とし
た地域づくり」を推進し、地域の創生につなげていくことが必要です。

【主な道教委の施策】
①北海道CLASSプロジェクト（地学協働活動推進実証事業）
②北海道青少年フロンティアリーダー養成事業
③学校・家庭・地域連携協力推進事業
④学校図書館担当職員講習【R4 新規事業】
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少年教育 SYONENKYOUIKU

子どもたちの「生きる力」や「豊かな人間性」を育成するためには、家
庭や学校、地域の環境が大きく影響することから、それぞれの連携が
重要であり、また、子どもたちの自主的・主体的な活動の充実には体験
活動の機会と場を積極的に提供することが必要です。

【主な道教委の施策】
①北海道CLASSプロジェクト（地学協働活動推進実証事業）
②北海道青少年フロンティアリーダー養成事業
③地域人材との連携による子どもの読書活動推進事業
④道立青少年体験活動支援施設「ネイパル６施設」での体験活動事業
⑤学力向上推進事業
⑥北海道子ども会育成連合会への活動費補助金
⑦北海道発明工夫教育連盟への活動費補助金

家庭教育 KATEIKYOUIKU

地域における家庭教育や子育てに関する学習・相談機会の充実に
向けては、子育てに不安や悩みを持つ孤立しがちな保護者や子育
てへの関心は高いが学ぶ余裕のない保護者等に対しても十分な支
援を行うための仕組みを作ることが必要です。

【主な道教委の施策】
①家庭教育支援（地域における家庭教育支援基盤構築事業）
②家庭教育カウンセラー相談事業
③北海道家庭教育サポート企業等制度
④子どもの望ましい生活習慣・学習習慣定着事業



成人教育 SEIJINIKYOUIKU

福祉や生活、環境などの様々な問題に関心を高め、行政のみに頼
ることなく住民自らが主体的に参加し、解決に向けた学習機会の充
実が必要となっています。また、公民館において教養講座を開設して
いますが、潜在的な住民ニーズ（地域課題）に対応した学習機会が
不足していることから、地域課題解決型の学習機会の充実や、住民
自らが学習意欲と創意工夫を生かせる学習機会の充実が必要です。

【主な道教委の施策】
①ほっかいどう生涯学習ネットワークカレッジ事業
②障害者の生涯学習コンソーシアム形成事業
③北海道女性団体連絡協議会への活動費補助金

青年教育 SEINENKYOUIKU 

今日、めまぐるしく変動する産業・社会構造に適応するには、次代と
地域を担う青年個々人の資質向上を図るとともに、地域社会の一員と
して地域づくりに積極的に関わることが求められています。そのため
には青年の文化・スポーツ・ボランティア活動などを通した交流やネッ
トワークづくりを推進することが必要です。

【主な道教委の施策】
①北海道CLASSプロジェクト（地学協働活動推進実証事業）
②北海道青少年フロンティアリーダー養成事業
③北海道青年団体協議会への活動費補助金



社会教育施設 SHAKAIKYOUIKUSHISETU

核家族化、少子化、地域における連帯感の希薄化など社会環境が
変化する中で、健康で生きがいのある充実した人生を送り、活力ある
ふれあいに満ちた地域づくりのために、生涯各期にわたる多様な学
習機会の提供を図る必要があります。そのために、公民館、博物館、
図書館等の社会教育施設の整備・充実と、その効果的な活用を図る
ための各施策を計画的に推進することが必要です。

【主な道教委の施策】
①道立図書館維持運営費
②道立美術館・博物館維持運営費
③青少年体験活動支援施設維持運営費
④北海道立生涯学習推進センター維持運営費

高齢者教育 KOUREISHAKYOUIKU

現在、北海道では６５歳以上の人口比率が３０％を超えており、高
齢者自らが、社会的な役割を果たし、心身の健康の維持・増進に努
め、生きがいを持って生活することができるよう高齢者教育の充実が
今後ますます重要となっています。各自治体では、高齢者大学によ
る学習機会の提供やシルバー人材センターの運営、各地域の老人ク
ラブの組織化など、それぞれ学習活動の充実が必要です。

【主な道教委の施策】
①生きがいづくり生涯学習促進事業への補助金


